
資料２

企業名 コスモ松山石油株式会社　（認定：令和元年６月１８日）

住所 松山市大可賀三丁目５８０番地

事業内容 石油化学製品及び石油製品の製造・販売　

労働者数 平成３１年４月２４日時点：１３５人（男性１２６人、女性９人）

計画期間 平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日

【目標①】

　所定時間外労働の削減のための措置の実施

【目標②】

　男性社員の育児休業促進及び年次有給休暇取得促進の実施

【目標③】

　高等学校の工場見学、インターシップ等の受入の継続推進

【目標④】

　育児・介護・看護支援のための在宅勤務制度の活用推進

【目標①】

　毎週水曜日を「ノー残業デー」に設定し、残業を行う場合には、残業理由及び対象者を管理
者から人事部署長へ連絡するなど、「ノー残業デー」の徹底を図った。

【目標②】

　イントラネットの社内掲示板で育児休業制度の周知を行うとともに、対象社員に対する個別の
説明を実施した結果、対象者１１名のうち４名（３６％）が育児休業を取得した。
　また、年次有給休暇の取得促進に取り組んだ結果、一人当たり年間平均取得日数は19.2日と
なった（平成30年度）。

【目標③】

　高等学校・高等専門学校との連携を深め、計画期間中に、５回の工場見学及びインターン
シップを実施した。

【目標④】

　イントラネットの社内掲示板で各種支援制度を紹介し、制度の活用推進を図った。

〇男性の育児休業取得状況（認定基準５）

　計画期間中に配偶者が出産した１１名のうち４名が育児休業を取得した（取得率３６％）。

〇女性の育児休業取得状況（認定基準６）

　計画期間中に出産した１名が育児休業を取得（取得率１００％）。

〇小学校就学前の子を育てる労働者のための措置（認定基準７）

　小学校就学の始期に達するまでの子を養育する労働者が利用できる①所定外労働の制限、
　②短時間勤務制度、③フレックスタイム制度を導入。

〇働き方の見直しに資する多様な労働条件の整備（認定基準９）

・毎月、安全衛生委員会において、所定外労働及び年次有給休暇の実績を部署ごとに集計
し、部署長に対して所定外労働の削減及び年次有給休暇の取得促進の呼びかけを行ってい
る。

・夏季及び冬季の連続休暇の取得促進を、全社員に発信している。
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